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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 大都市を背後地とする沿岸域の環境修復に関する取り組みとして、過去に失われた環境を取り戻すだけでな
く、都市型の自然再生を狙った干潟や湿地の造成が近年積極的に行われるようになってきた。干潟および湿地
は、曝気効果や干出による水底への酸素供給、生物による栄養物質の固定（水質浄化機能）、陸域生物と海洋生
物が共存し、鳥たちが群れる場（生物生息機能）、魚類や甲殻類幼稚仔の成育空間（生物保育機能）、人が自然
と親しむ場（親水機能）、浅水変形による波エネルギーの逸散や底質の安定など様々な役割を果たし、多様な生
態系を形成する空間とされている。しかしながら、現地における調査の困難さなどから、人工干潟や人工塩性
湿地生態系の機能と構造に関する継続的なモニタリング事例はほとんどなく、その環境機能を定量的に評価し
た研究は極めて少ない。 
 本論文の著者は、大幅な汚濁物質の流入負荷の削減が当面期待できない大阪湾において、貧酸素な夏季の湾
奥河口域に新たな底生生態系の創出の可能性を探る目的から大阪南港野鳥園湿地に注目し、その生物生息機能、
水質浄化機能ならびに物質循環機能について詳細な調査を実施し、幾つかの新しい知見を呈示した。例えば、
生物生息機能については、有機汚濁の進行した湾奥河口域であっても、干出と冠水を繰り返す潟湖的な湿地を
人工的に創出すれば底生生物相を維持できることや、建設残土で造成された場では貝類といった比較的大型の
底生動物が豊富になり、海砂の場では多毛類が卓越することを明らかにした。また、水質浄化能に関しては、
野鳥園北池は大阪湾から流入する植物プランクトンや窒素を湿地内に固定する傾向が強く、総窒素の固定速度
は、我が国の温帯内湾の自然干潟での窒素固定速度と同程度の能力であることを示した。さらに、有害海藻ア
オサの濃密な繁茂が抑制され、野鳥の餌となる小型底生動物が最も多くなる環境が物質循環に優れた海域と捉
え、富栄養な都市河口域に潟湖的塩性湿地を造成する場合には、地盤高がD.L.+0.4m～+0.5m、平均干出率が10
～20%、干出時間では2.4～4.8時間/日が望ましいことを明示した。 
 以上のとおり、本論文の著者は「豊かな生物生息空間」を沿岸域に創出させるための有用な知見を示してお
り、これらの成果は生態系工学および海岸工学の発展に寄与するところが大きい。よって、本論文の著者は、
博士（工学）の学位を授与される資格があるものと認める。 
 
